
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

観光協会には、句碑マッ
プがありますよ。
みなさんで、ぜひ巡っ
てみてね♪

み～な

① ③

②

④⑤⑥

審議した議案
　公開します議員の賛否

P.6
P.9

３月定例会 議会はここに注目！
平成30年度一般会計予算を可決

P.2
P.4

P.5

-
-町に聞きました

　７名の議員が一般質問

平成30年３月定例会
2018年５月1日発行

第25号
埼玉県皆野町議会



※手話で「アイ・ラブ・ユー」を表現しています。手のひらを相手に向け、指の動作で、小指だけ立てて「Ｉ」、
　親指と人さし指を立てて「Ｌ」、親指と小指を立てて「Ｙ」、中指と薬指を折った状態の形です。

第
25
号
（
平
成
30
年
３
月
定
例
会
）

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

３
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

　

平
成
30
年
度
第
１
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
３
月
７
日
〜
12
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

町
長
提
出
議
案
24
件
同
意
２
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

みんながみんなが
共生できるまちをめざして共生できるまちをめざして！！！！
みんながみんなが
共生できるまちをめざして共生できるまちをめざして！！！！

歳出（使いみち
）　
　

歳入（財源）

40
億
２
９
９
０
万
円

（
前
年
度
比
４
３
４
０
万
円
減
）

平
成
平
成
3030
年
度
予
算
を
可
決

年
度
予
算
を
可
決

一般
会計
歳
入

歳
出

一般会計一般会計
平成30年度予算平成30年度予算

40億2990万円
前年度比4340万円減前年度比4340万円減

（万円未満切り捨て）



平
成
30
年
５
月
１
日
発
行

 平成30年　第１回（３月）定例会

質
疑

旧
日
野
沢
小
学
校
解
体
工

事
、解
体
を
決
断
す
る
こ
と
に
至
っ

た
経
緯
と
工
事
費
の
見
積
も
り
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

老
朽
化
が
著
し
く
、
適
正

な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、

外
部
か
ら
の
侵
入
・
火
災
な
ど
事

故
等
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
解
体

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
日
野
沢
の
自
然
豊
か
な
環
境
を

生
か
し
、
公
園
を
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
解
体
費

用
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
と
り
、
そ
れ
に
基

づ
き
延
べ
面
積
４
０
９
坪
の
取
り

壊
し
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

質
疑

長
生
荘
風
呂
改
修
工
事
の

内
容
と
工
事
期
間
中
の
利
用
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

今
ま
で
修
繕
を
し
な
が
ら

使
っ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
浴
槽

の
漏
水
が
完
全
に
直
ら
な
い
た
め
、

抜
本
的
に
改
修
し
ま
す
。
男
女
風

呂
の
配
管
を
含
め
床
・
シ
ャ
ワ
ー

の
改
修
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
業

者
と
よ
く
相
談
を
し
、
風
呂
以
外

の
施
設
の
利
用
は
で
き
る
よ
う
、

最
善
の
方
法
を
考
え
て
工
事
を
行

い
ま
す
。

み～な

主
な
事
業

子
育
て
支
援

 

不
妊
治
療
支
援
事
業
助
成
金
の
拡
大

　
　 

62
万
円

 
学
童
保
育
所
保
護
者
負
担
金
の
無
料
化

 
 

１
４
４
０
万
円

健
康
・
福
祉
の
増
進

 

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業 

40
万
円

学
力
向
上 

 

放
課
後
子
供
教
室 

６
８
１
万
円

移
住
・
定
住
の
促
進
（
新
規
）

 

お
試
し
移
住
、
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
整
備

　
　
　
　 

１
０
０
０
万
円
 

宅
地
開
発
促
進
事
業
補
助
金 

３
０
０
万
円

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用 

６
０
１
万
円

農
林
・
商
工
・
観
光
の
振
興

 

ま
ち
婚
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
補
助
金

 
 

30
万
円

 

有
害
鳥
獣
対
策
　 

２
６
０
万
円

 

旧
日
野
沢
小
学
校
解
体
工
事

 
 

３
３
１
３
万
円

新年度予算に関する主な質疑（抜粋）

旧日野沢小学校

長生荘

平成30年度　予算額

対前年度比
　1395万円の増

後期高齢者医療 会特別計
 1億3600万円

対前年度比
３億3100万円の減

国民健康保険 会特別計
11億9300万円40億2990万円

対前年度比
4340万円の減

一 般 会 計 介 護 保 険 会特別計
10億8750万円
対前年度比
１億2550万円の増



温水プール

第
25
号
（
平
成
30
年
３
月
定
例
会
）

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

３
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

質
疑

立
木
売
り
払
い
収
入
５
２

１
万
４
０
０
０
円
に
つ
い
て
。
場

所
、
木
の
種
類
ま
た
、
立
木
の

ま
ま
売
り
払
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

答
弁

場
所
は
下
田
野
、
三
沢
に

近
い
丸
山
神
社
南
側
の
一
部
で

す
。

　
木
の
種
類
は
杉
、
ヒ
ノ
キ
で

立
木
の
ま
ま
売
り
払
い
ま
し
た
。

県
に
貸
し
付
け
て
あ
っ
た
分
収

林
で
40
％
が
町
の
収
入
と
な
り

ま
す
。

質
疑

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

１
０
０
万
円
の
寄
附
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
現
在
ど
の
く
ら

い
の
金
額
が
寄
附
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
返
礼
品
に
つ
い

て
も
伺
い
ま
す
。

答
弁

現
在
５
３
５
件
５
６
７
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
も
で
き
、

地
元
業
者
の
商
品
・
返
礼
品
を

２
〜
３
回
に
分
け
て
送
る
こ
と

も
考
え
一
度
だ
け
で
な
く
町
と

の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

補正予算に関する主な質疑（抜粋）

全国町村議会議長会町村議会表彰
皆野町議会が全国町村議会議長会表彰を受賞しました。
地域の振興発展及び住民福祉の向上のための議会の活性化に
努めたことが認められたものです。

きぎょう ほんしゃ はな せっち

質
疑

「
ま
ち
婚
」
サ
ポ
ー
ト
推
進

事
業
補
助
金
と
は
ど
ん
な
も
の
で

す
か
。

答
弁
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

総
合
戦
略
の
出
会
い
を
応
援
す
る

ま
ち
づ
く
り
・
結
婚
支
援
事
業
で
、

商
工
会
青
年
部
が
取
り
組
む
事
業

に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

質
疑

学
童
保
育
所
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
、
６
年
生
に
な
る
子
ど

も
た
ち
が
一
律
入
所
不
可
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
撤
回

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、

無
料
化
に
つ
い
て
の
見
直
し
、
学

童
支
援
員
の
確
保
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁

安
全
面
・
保
育
の
質
・
支

援
員
の
確
保
な
ど
が
で
き
な
い
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
や
む
を
得
な

い
措
置
で
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

明
星
福
祉
会
と
よ
く
協
議
し
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
含
め
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
学
童
支
援
員
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
町
で
も
協
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑

お
試
し
移
住
、
お
試
し
オ

フ
ィ
ス
整
備
工
事
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
改
修
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る

目
的
と
し
て
、
町
内
の
空
き
家
を

改
修
し
、
居
住
に
も
対
応
で
き
る

※
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
※
テ

レ
ワ
ー
ク
）
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

質
疑

温
水
プ
ー
ル
の
防
水
工
事

１
７
７
９
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
ん
な
工
事
を
す
る
の

で
す
か
。

答
弁

プ
ー
ル
の
水
槽
の
あ
ち
こ

ち
が
経
年
で
傷
ん
で
い
ま
す
。
下

地
を
剥は

が
し
、
ウ
レ
タ
ン
防
水
処

理
を
し
た
後
、
全
面
的
に
塗
装
を

し
て
仕
上
げ
ま
す
。



平
成
30
年
５
月
１
日
発
行

 平成30年　第１回（３月）定例会

平成30年第１回定例会で
審議された議案と議員の賛否 結果

大
塚
鉄
也

林
　
太
平

小
杉
修
一

宮
前
　
司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

大
澤
径
子

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

皆野町子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額等
を定める条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町役場課設置条例及び皆野町総合振興計画審議会条例
の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
特別職の職員の報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町一般職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
国民健康保険の保険給付費支払基金の設置、管理及び処分に関
する条例の全部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成30年度皆野町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成30年度皆野町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成30年度皆野町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成30年度皆野町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成29年度皆野町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成29年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成29年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
平成29年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の
減少について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
人権擁護委員候補者の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
公平委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
皆野町手話言語条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
国民健康保険の県単位化にあたっての請願 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
「若者も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任で創設する
ための意見書提出の請願 付託 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

町
長
提
出
議
案

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

発
議
・
請
願

人
事
案
件

人権擁護委員の推薦、公平委員会委員選任に同意しました。
同
意

人権擁護委員

齋藤武義氏
（皆野町大字国神）

公平委員会委員

二ノ宮紀子氏
（皆野町大字皆野）

きんろうけいたい いっしゅ とう かい じかん ばしょ せいやく う

じゅうなん はたら けいたい



町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

第
25
号
（
平
成
30
年
３
月
定
例
会
）

小
こ

杉
すぎ

修
しゅう

一
いち

戦
場
土
京
区
の
皆
さ
ん
が
、

道
幅
が
狭
い
の
で
拡
幅
を

訴
え
て
い
る
町
道
35
号
線
は
重
要

な
生
活
道
路
、
通
学
路
ま
た
道
の

駅
の
県
道
の
渋
滞
時
の
迂
回
路
で

も
あ
り
ま
す
が
、
拡
幅
整
備
は
町

長
の
重
点
公
約
に
も
沿
う
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

直
近
、
県
土
整
備
事
務
所
ま

た
秩
父
鉄
道
と
協
議
を
重
ね

て
き
て
、
見
通
し
が
つ
い
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
30
年
度
予
算
に
工
事
費

を
計
上
し
、
30
年
度
中
に
拡
幅
整
備

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

状
の
幅
員
２
・
１
〜
２
・
５
ｍ
が
お

お
む
ね
３
ｍ
位
に
な
る
予
定
で
す
。

ま
た
ト
ン
ネ
ル
の
県
道
側
に
、
待
避

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

給
食
の
充
実
確
保
に
つ
い
て

今
年
の
冬
は
全
国
的
に
寒

さ
が
厳
し
く
、
ま
た
大
雪

で
野
菜
等
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、

一
般
家
庭
の
食
卓
を
直
撃
し
て
い

ま
す
が
、
学
校
給
食
へ
の
影
響
は

い
か
が
で
す
か
。

長
ネ
ギ
・
タ
マ
ネ
ギ
・
ジ
ャ

ガ
イ
モ
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
、

比
較
的
値
上
が
り
し
て
い
な
い
も

の
を
中
心
に
使
っ
て
調
理
し
て
い

ま
す
。

シ
チ
ュ
ー
の
よ
う
な
も
の
が

で
き
そ
う
で
、
お
い
し
い
で

し
ょ
う
が
、
毎
日
と
い
う
わ
け
に

も
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
量
も

大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
十
分
で

し
ょ
う
か
。
教
育
長
や
教
育
次
長

は
頻
繁
に
試
食
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

年
３
回
学
校
給
食
運
営
委

員
会
の
人
た
ち
と
試
食
を

し
て
い
ま
す
が
、
お
い
し
い
と
思
い

ま
す
。

町
道
35
号
線
の

拡
幅
整
備
に
つ
い
て

こ こ ぎいん ぎょうせいぜんぱん じぎょう すす ぐあい しょうらい しさく じぶん せいさくていげん

ふく まちしっこうがわ かんが き ほんかいぎ いっぱんしつもん ぎいん き

しる いっぱんしつもんつうこくしょ ていしゅつ

いっぱんしつもん

手話言語条例を制定
　平成29年第４回定例会（12月）に、議員提出議案として「皆野町手話言語条例」が提出され、
さらに慎重に審議するため委員会付託となりました。
　その後総務教育厚生常任委員会は２回の委員会を招集し、審査を行い、そして平成30年第１回定
例会（３月）に一部修正という審査結果が提出され、本会議において審議され一部修正案のとおり
可決されました。

皆野町手話言語条例とは

基本理念
　手話が言語であるとの認識に基づき、手話の理解・普及、手話を使用しやすい環
境の整備に関し、基本理念を定め、町や町民などの責務や役割を明らかにするとと
もに、施策の総合的で計画的な推進に必要な基本的事項を定め、ろう者とろう者以
外の方が共生することのできる地域社会の実現を目的とする。
町の責務　
　手話の理解・普及、手話を使用しやすい環境の整備を推進するため、次に掲げる施策を実施する。
　・手話への理解及び普及促進に関する施策
　・手話による意思疎通の支援に関する施策



平
成
30
年
５
月
１
日
発
行

子
育
て
支
援
で
の

学
童
無
料
に
つ
い
て

大
おお

塚
つか

鉄
てつ

也
や

近
年
特
別
支
援
学
校
に
通
う

子
ど
も
の
数
が
年
々
ふ
え
て

い
ま
す
が
、
学
童
保
育
の
受
け
入
れ

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

平
成
28
年
度
か
ら
「
皆
野
町

学
童
保
育
所
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
に
よ
り
、
月
額
６
０
０
０
円
を

無
料
に
し
ま
し
た
。皆
野
１
４
６
人
、

国
神
29
人
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

支
援
学
校
に
通
う
生
徒
の
受
け
入

れ
は
人
員
や
設
備
等
の
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
り
、
支
援
員
の
配
置

が
求
め
ら
れ
る
た
め
現
実
的
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

皆
野
町
で
も
支
援
学
校
に

通
う
生
徒
の
数
は
、
年
々

ふ
え
て
い
ま
す
。
各
町
で
、
預
か

れ
る
状
況
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

学
力
向
上
で
週
に
１
度
、
放
課

後
学
習
会
を
行
う
と
聞
き
ま
し
た
。

１
度
で
は
な
く
、
続
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
学
童
の
人
数
も
調
節
で
き

る
の
で
は
…
と
考
え
て
い
る
最
中
、

２
月
下
旬
に
学
童
で
は
６
年
生
の

受
け
入
れ
を
中
止
す
る
と
の
通
知

が
届
き
ま
し
た
。
６
年
生
の
保
護

者
の
方
々
は
募
集
に
の
っ
と
り
、
正

規
の
書
類
を
提
出
し
た
の
に
、
そ

の
ル
ー
ル
も
な
く
突
然
の
６
年
生

の
受
け
入
れ
を
中
止
す
る
と
の
一

方
的
な
通
知
に
、
全
然
納
得
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
皆
野
町
の
子
育
て

支
援
は
、
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う

か
。
説
明
を
求
め
た
の
で
す
が
説

明
に
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

申
込
み
を
ま
と
め
る
と
、
定

員
を
大
幅
に
超
え
、学
童
と

協
議
を
重
ね
定
員
を
超
え
て
受
け
入

れ
て
も
ら
え
ま
し
た
が
、子
ど
も
の

安
全
・
支
援
員
の
確
保
等
の
た
め
６

年
生
の
受
け
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。放
課
後
子
供
教
室
は
、週
に
１

度
２
、３
年
生
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

※
要
望
と
し
て
保
護
者
の
方
々
の

思
い
は
、「
せ
め
て
長
期
の
休
み
の

期
間
だ
け
で
も
代
用
を
考
え
て
も

ら
え
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

林
はやし

　太
た

平
へい

皆
野
駅
前
交
差
点
は
、
日

中
か
ら
夕
方
に
か
け
中
大

浜
方
面
か
ら
踏
切
を
渡
り
交
差
点

ま
で
カ
ー
ブ
が
続
き
大
変
見
通
し

が
悪
く
、
駅
の
方
か
ら
車
等
が
出

て
く
る
と
、
一
時
停
止
し
左
右
確

認
の
た
め
の
右
側
前
方
設
置
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
大
変
見
に
く
く

交
差
点
先
の
県
道
に
出
る
の
が
大

変
で
す
。
踏
切
方
向
か
ら
「
交
差

点
あ
り
」
の
標
識
を
道
路
に
標
記

し
て
は
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夕
方
に
な
る
と
町
営
バ

ス
発
着
所
か
ら
皆
野
駅
に
行
く
間
、

照
明
が
な
く
大
変
そ
う
で
す
。　

　

商
店
街
で
あ
り
な
が
ら
、
各
店

舗
の
照
明
が
消
え
る
と
暗
く
な
り

ま
す
。
駅
前
を
も
う
少
し
明
る
く

し
て
は
と
思
い
ま
す
。

　

通
勤
の
送
迎
車
が
朝
夕
大
変
多

く
、
駅
前
が
混
雑
し
て
い
る
と
、

交
差
点
で
バ
ッ
ク
す
る
車
が
あ
り

大
変
危
険
で
す
。
駅
前
開
発
の
意

見
が
あ
り
ま
す
が
、
早
急
に
交
差

点
の
標
識
の
設
置
を
し
て
は
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
矢
尾
前
か
ら
坂

本
屋
の
間
は
町
道
で
あ
り
、
夜
に

な
る
と
暗
く
な
り
ま
す
。

　

交
差
点
内
は
県
道
で
あ
り
ま
す

が
、
交
差
点
に
街
灯
の
設
置
、
ま

た
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
も
検
討
し
明

る
い
交
差
点
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

駅
前
か
ら
交
差
点
は
県
道

で
あ
り
、
秩
父
県
土
整
備

事
務
所
に
町
と
し
て
も
改
善
し
て

も
ら
う
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
（
一

般
質
問
通
告
後
）。
県
の
事
業
で
す

が
、
町
と
し
て
も
積
極
的
に
協
力

し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て
は
、
行

政
区
長
か
ら
要
望
し
て
も
ら
う
の

が
原
則
で
す
が
、
町
と
し
て
も
現

場
状
況
を
見
て
、
行
政
区
長
さ
ん

と
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

皆
野
駅
前
交
差
点
付
近
の

安
全
対
策
に
つ
い
て



町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

３
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

第
25
号
（
平
成
30
年
３
月
定
例
会
）

誰
も
が
安
心
し
て
使
え
る

交
通
手
段
の
確
保
に
つ
い
てる

常
つねやま

山知
とも

子
こ

　

車
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い

乗
り
物
で
す
。「
免
許
証
を
返
納
し

た
ら
生
活
で
き
な
い
」
と
い
う
声
が

あ
り
ま
す
。
車
に
乗
れ
な
く
な
っ
て

も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
状
況
を
整

備
す
る
こ
と
は
行
政
の
務
め
で
す
。

町
民
の
中
に
は
、
タ
ク
シ
ー

券
の
交
付
条
件
を
知
ら
な

い
人
も
い
ま
す
。
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

毎
年
４
月
号
広
報
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生

委
員
に
協
力
を
依
頼
し
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
回
覧
板
等

も
使
っ
て
知
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」
は
、

交
通
弱
者
対
策
と
し
て
充

分
だ
と
考
え
ま
す
か
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
町

の
実
情
に
合
っ
た
施
策
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
券
を
、
秩
父
地

域
全
体
で
利
用
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

か
な
り
難
し
い
問
題
で
す
。

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
を
タ

ク
シ
ー
代
の
半
額
で
な
く
、

全
額
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

受
益
者
負
担
か
ら
現
状
の

ま
ま
で
行
き
た
い
。

新
た
な
公
共
交
通
を
検
討

す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
の
公
共
交
通
の
基
本
体

系
は
ベ
タ
ー
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
新
た
な
公
共
交
通
の
導

入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

大
規
模
太
陽
光
発
電（
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
）に
対
す
る
条
例
制
定
を

罰
則
規
定
の
な
い
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
責
任
を
問
う
条
例
制
定
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

災
害
発
生
に
つ
い
て
は
、
関

係
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

町
の
開
発
指
導
要
綱
に
お
い
て
徹

底
的
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

宮
みや

原
はら

睦
むつ

夫
お

町
長
と
し
て
現
在
自
民
党

で
進
め
る
憲
法
９
条
に
自

衛
隊
を
明
記
す
る
こ
と
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
私
は
、
憲
法
改
正

を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
お
聞
き
し

ま
す
。

最
近
の
朝
鮮
半
島
や
南
沙

諸
島
情
勢
か
ら
も
、
国
民

の
生
命
と
自
由
を
守
る
た
め
の
、

自
衛
隊
明
記
を
議
論
す
る
必
要
は

あ
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

①
温
水
プ
ー
ル
は
、
昨
年

度
４
０
０
０
万
円
か
ら
の

持
出
し
、
本
年
度
は
４
５
０
０
万

円
か
ら
の
持
ち
出
し
で
、
や
め
る

べ
き
だ
と
思
う
が
。

　

②
ふ
れ
あ
い
館
は
、
年
間
７
０

０
万
円
か
ら
の
持
ち
出
し
で
町
民

利
用
者
は
２
割
、
や
め
る
べ
き
と

思
う
が
。

　

③
長
生
荘
は
持
ち
出
し
１
３
０

０
万
円
、
年
間
収
入
１
２
０
万
円

で
、
新
年
度
風
呂
改
修
工
事
の
予

算
計
上
が
あ
る
が
、
や
め
る
べ
き

と
思
う
が
。

④
切
り
干
し
芋
は
、
設
備
投
資
と

こ
こ
３
年
間
の
赤
字
を
含
め
約
１

０
０
０
万
円
か
ら
の
赤
字
で
、
早

急
に
や
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

公
共
の
事
務
事
業
の
効
果

の
判
断
は
単
な
る
損
益
の

み
で
は
な
じ
ま
な
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

温
水
プ
ー
ル
は
、
健
康
増
進
・

介
護
予
防
・
青
少
年
の
健
全
育
成

の
施
設
、
長
生
荘
は
高
齢
者
の
福

祉
施
設
と
し
て
利
用
者
の
増
加
と

経
費
節
減
に
努
め
な
が
ら
存
続
し

ま
す
。
ふ
れ
あ
い
館
は
、
入
館
者

数
の
動
向
・
民
間
施
設
と
の
競
合

性
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

切
り
干
し
芋
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
開
始
以
来
赤
字
が
続
い
て
い
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
要
請
し
ま
す
。

憲
法
改
正
に
つ
い
て



平
成
30
年
５
月
１
日
発
行

少
子
化
（
婚
活
）、

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

若
わか

林
ばやし

光
みつ

雄
お

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
と
し
て
、
少
子

化
・
人
口
減
少
抑
制
策
等
、
町
長

の
基
本
的
な
考
え
方
を
お
聞
き
し

ま
す
。　

昨
年
人
口
１
万
人
を
割
り

込
ん
だ
状
況
の
中
で
、
み
ら

い
創
造
課
を
新
設
し
て
、
人
口
減

少
ス
ピ
ー
ド
を
抑
制
す
る
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
の
新
設
、
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
応
援
と
し
て
、「
ま
ち

婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
」、
空
店
舗
活
用

の
「
お
試
し
居
住
事
業
」
等
、
埼

玉
県
２
０
２
５
問
題
対
応
策
の
活

用
を
行
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
し
て
、
町

内
を
見
る
と
未
婚
者
が
多

く
見
ら
れ
る
が
、
現
在
婚
期
を
迎

え
た
人
は
何
人
ぐ
ら
い
か
把
握
し

て
い
ま
す
か
。

国
勢
調
査
に
よ
る
統
計
で

見
る
と
、
20
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
未
婚
者
は
、
９
１
２
人
で

55
・
１
％
に
な
り
ま
す
。

他
地
域
で
は
、
結
婚
サ
ポ
ー

ト
事
業
と
し
て
、
町
内
事

業
所
に
結
婚
支
援
員
を
置
き
、
そ

し
て
縁
結
び
支
援
員
に
謝
礼
金
を

交
付
す
る
等
、
事
例
も
研
修
し
ま

し
た
。
当
町
で
現
在
実
施
し
て
い

る
子
育
て
支
援
施
策
の
ほ
か
に
、

今
後
未
婚
者
婚
活
支
援
、
出
会
い

を
応
援
す
る
町
と
し
て
、
大
き
な

期
待
を
し
て
い
ま
す
が
、
何
か
対

応
は
あ
り
ま
す
か
。

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
を
推
進

し
た
い
と
い
う
町
内
企
業

も
あ
り
、
新
設
の
み
ら
い
創
造
課

と
連
携
の
中
、
婚
活
を
具
体
的
に

話
し
合
い
た
い
。
町
商
工
会
青
年

部
に
、
婚
活
応
援
事
業
補
助
費
も

計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
に

お
い
て
も
、
検
討
を
加
え
て
秩
父
地

域
全
体
で
も
出
会
い
婚
活
サ
ポ
ー

ト
を
推
進
し
ま
す
。

内
うちかい

海勝
かつ

男
お

皆
野
町
の
約
７
割
４
４
８
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
山
林
、
そ
の

う
ち
杉
・
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
が

２
６
３
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
ま
た
、
46

年
生
以
上
の
人
工
林
が
１
９
３
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
７
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。
し
か
し
、
木
材
価
格
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
森
林
所
有
者
に

と
っ
て
林
業
へ
の
意
欲
も
低
下
し
、

維
持
・
管
理
も
困
難
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
中
、

　

①
皆
野
町
森
林
整
備
計
画
が
平

成
30
年
度
か
ら
10
年
計
画
で
検
討

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
。

　

②
国
に
お
い
て
、
仮
称
「
森
林

環
境
譲
与
税
」
等
の
創
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
使
途
や
検
討

課
題
に
つ
い
て
。

　

③
共
有
林
や
私
有
林
の
「
寄
附

受
け
入
れ
」
に
つ
い
て
。

①
に
つ
い
て
、森
林
計
画
は
、

町
の
森
林
・
林
業
の
特
徴

を
踏
ま
え
、
森
林
整
備
の
基
本
的

な
考
え
及
び
水
源
涵か

ん
よ
う養
な
ど
森
林

の
持
つ
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め

の
計
画
で
す
。
主
な
内
容
と
し
て
、

間
伐
及
び
保
育
の
促
進
、
路
網
整

備
、
林
産
物
の
利
用
促
進
等
、
適

切
な
森
林
整
備
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
、
間
伐
や
人
材
育

成
・
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用

の
促
進
・
普
及
・
啓
発
等
、
森
林

整
備
や
そ
の
推
進
に
関
す
る
費
用

で
す
。
今
後
、
国
か
ら
細
か
い
使

途
が
示
さ
れ
る
の
で
、
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

③
に
つ
い
て
、
多
く
の
町
有
林
が

正
常
な
管
理
が
で
き
て
い
な
い
状

況
下
、
単
に
山
林
と
し
て
寄
附
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
林
業
本
来
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
行
っ
て
い
る
秩
父
広
域
森
林

組
合
で
寄
附
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

森
林
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
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　最近同世代の人たちと話題になるのが、「民放テレビの番組は、
バラエティー番組ばかりで見ていてもつまらない」と話す方が多い。
ある日テレビを見ている小学２年生の男の子に「面白そうなテレビ
見ているね。将来このような番組に出るように頑張ったら」と言っ
たら、「やだよ、みんなで１人の人をいじめて楽しんでいる番組じゃ
ない」と考えもつかない答えが返ってきたのには驚きました。そし
て最近は、ドキュメンタリー番組等の中で、いつ・どこで・何が・
どうなったと気持ちが集中したところにコマーシャルが入り、集中
力をかわされるこの気分は何とも言えない違和感を覚えます。この
ように集中力をかわされるのを小さいときから見て大きくなった子
どもたちは、精神面で何か変化があるのではと気になるところです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新井　達男

議員雑記
テレビの善悪

秩父広域市町村圏組合議会の報告

み～な

傍聴やご意見、
お待ちしています次の定例会は ６月中旬頃に 開催される予定です。

gikai@town.minano.saitama.jp0494-62-2791FAX議会事務局 メール

平成30年度一般会計等を可決
議員 　若林 光雄

　２月９日（金）全員協議会が開催され、
第１回定例会提出議案の概要説明と議会
運営について協議が行われました。
　２月16日（金）第１回定例会が開催され、
提出議案は、平成30年度一般会計予算・
水道事業会計予算を含む10件で全て原案
どおり可決されました。

　

議会構成が変わりました

総務教育厚生 常任委員会（6名）
総務課・みらい創造課・町民生活課・
健康福祉課・税務課・会計課・教育
委員会の所管に属する事項及び他の
委員会の所管に属さない事項を担当
します。

委 員 長  宮前　司　
副委員長　新井達男
委　　員　四方田実・大澤径子
　　　　 若林光雄・常山知子

産業建設 常任委員会（6名）
産業観光課・建設課の所管する事
項を担当します。

委 員 長  小杉修一　　　
副委員長　大塚鉄也
委　　員　宮原睦夫・内海勝男
　　　　  大澤金作・林　太平

広報 常任委員会（6名）
議会だよりの発行に関する事項など
広報・広聴を担当します。

委 員 長  常山知子　　　
副委員長　林　太平
委　　員　大澤径子・若林光雄
　　　 　 宮前　司・小杉修一

議会運営 委員会（6名）
委 員 長  大澤径子　　　
副委員長　大塚鉄也
委　　員　若林光雄・常山知子
　　　　　宮前　司・小杉修一

皆野・長瀞下水道組合議員
新井達男・宮前　司
林　太平・大塚鉄也

秩父広域市町村圏組合議会議員
宮原睦夫・四方田実

議　長 大
おお

澤
さわ

金
きん

作
さく

副議長 若
わかばやし

林光
みつ

雄
お

議
員
議
員

議員は、必ず常任委員会に所属することになっています。常任委員会のほか
にもさまざまな委員会や一部事務組合議会議員も兼任します。

　平成30年３月定例会におき
まして、多くの議員の皆様から
支持をいただき、議長の職を拝
命いたしました。
　議会の長としての責任を重く
受け止めて、『いつまでも住み
続けたい町』『安心・安全に暮
らせる町』を目指して、誠心誠
意努めてまいります。
　町民の皆様のご理解とご協
力をお願い申し上げ、就任のあ
いさつとさせていただきます。

皆野町議会議長
　大澤金作

就任あいさつ


